
上
じょう

席
せき

事
じ

業
ぎょう

資
し

金
きん

担
たん

当
とう

官
かん

とはどのよう

な仕
し

事
ごと

ですか？

また、市川さんのお仕事は？

Ａ:（久木田さん）世
せ

界
かい

中
じゅう

で活
かつ

動
どう

するユニセフの資
し

金
きん

は3分

の2がいろいろな国
くに

の政
せい

府
ふ

から、3分の1が民
みん

間
かん

から提
てい

供
きょう

され

ています。日本だと日本ユニセフ協
きょう

会
かい

が集めているのが民間の

みなさんからの募
ぼ

金
きん

です。ユニセフの資金は自由な拠
きょ

出
しゅつ

金
きん

で

す。各国がユニセフの仕事がいいと思えば出す。よくなければ

出さないというものです。今、ユニセフ全体で1年間に10億
おく

米
べい

ドルぐらい（日本円でおよそ1200億円くらい）の資金をい

ただいています。その中でわたしは政府からよせられる資金を

担当しています。日本、韓
かん

国
こく

、オーストラリア、ニュージーラ

ンドの政府やアジア開
かい

発
はつ

銀
ぎん

行
こう

、世界銀行などの国
こく

際
さい

金
きん

融
ゆう

機
き

関
かん

からの資金を担当し、協力関係をたもつ仕事をしています。

（市川さん）わたしはバングラデシュ事
じ

務
む

所
しょ

のプランニング・

セクションという部
ぶ

で働
はたら

いています。事務所全
ぜん

体
たい

の仕事を見

つつ、政
せい

府
ふ

と相
そう

談
だん

しながら、子どもについてどのようなプロジ

ェクトをすすめていったらいいかを決めたり、子どもや女
じょ

性
せい

の

状
じょう

況
きょう

について全
ぜん

国
こく

調
ちょう

査
さ

をしたりしています。それから、バング

ラデシュの“女性と子ども省
しょう

”と協
きょう

力
りょく

し、子どもの権
けん

利
り

が守
まも

られているかどうかを調
しら

べて、国
こく

連
れん

の「子どもの権利委
い

員
いん

会
かい

」

へレポートを送
おく

るという仕事もしています。

ユニセフで働
はたら

こうと思
おも

ったきっかけは何
なん

ですか?

Ａ:（久木田さん）小さいころは理
り

科
か

少
しょう

年
ねん

だったのですが、高
こう

校
こう

生
せい

のときに、人
にん

間
げん

のこと、世
せ

界
かい

はなぜこんな状
じょう

態
たい

なのかとい

うことをもっと知りたいと考
かんが

えるようになりました。それから

海
かい

外
がい

で仕事をしたいとも考えるようになったので、英
えい

語
ご

を勉
べん

強
きょう

しはじめました。高校生くらいだとちょうど「自
じ

分
ぶん

とは何か」

なんてことを考えるようになる時
じ

期
き

ですよね。わたしは、自分

自
じ

身
しん

の力がついていくことと人
じん

類
るい

の平
へい

和
わ

や発
はっ

展
てん

、どちらもがか

なう生
い

き方
かた

をしたいと思
おも

いました。海外に出
で

て仕事をするに

は、特
とく

派
は

員
いん

になったり、商
しょう

社
しゃ

マンになったり、外
がい

交
こう

官
かん

になった

り、いろいろな方
ほう

法
ほう

があります。でも、商社で働いたらその会
かい

社
しゃ

のため、外交官なら国
こく

益
えき

を考えなければならない。特派員な

ら自分は手を出
だ

さずにありのままを報
ほう

道
どう

するという役
やく

割
わり

があり

ます。そう考えると、自分の信
しん

じていることをそのままやれる、

そしてその仕事が人類全
ぜん

体
たい

の幸
こう

福
ふく

につながる仕事は国
こく

連
れん

職
しょく

員
いん

だと思い、大
だい

学
がく

2年
ねん

のころから国連職員をめざしました。

（市川さん）小学校のころに「ユンボギの日
にっ

記
き

」という昔
むかし

の韓
かん

国
こく

のストリートチルドレンのことを書
か

いた本
ほん

を読
よ

みました。そ

のとき、「世
せ

界
かい

にはこんなに困
こま

っている人がいる。わたしには

何ができるのか」と考えました。それで、人を助
たす

けられるよう

な仕事や、世界が平和になるような仕事につきたいと思うよう

になりました。今は、外
がい

務
む

省
しょう

がおこなっているジュニア・プロ

フェッショナル・オフィサー（JPO）という国連に日本人の職

員を派
は

遣
けん

する制
せい

度
ど

で、ユニセフで働いています。

Ａ:（市川さん）わたしは独
どく

身
しん

ですが、国
こく

連
れん

で働
はたら

きつづけたい、

という独身女
じょ

性
せい

にとって、家
か

族
ぞく

を持
も

つことは大きな問
もん

題
だい

です。

2、3年ごとに国から国へ移
い

動
どう

する生活では結
けっ

婚
こん

はむずかしいのです。将
しょう

来
らい

わたしの両
りょう

親
しん

が年

をとったときにどうするかなど、日本に残している家族の問題

もありますね。わたしの母
はは

はわたしを手
て

伝
つだ

うために一年間バン

グラデシュで一
いっ

緒
しょ

に生
せい

活
かつ

してくれました。現
げん

地
ち

のボランティア

に参
さん

加
か

したりして、バングラデシュでの生活を元
げん

気
き

に楽
たの

しんで

いましたけれどね。

（久木田さん）わたしには妻
つま

と高校生の息
むす

子
こ

、小学生の娘
むすめ

がい

ます。国連職員の家族は本当に大
たい

変
へん

です。何年かごとに生活

や言
こと

葉
ば

がまるっきり変わりますし、わたしが出
しゅっ

張
ちょう

している間
あいだ

は、

自分たちだけで生活しなくてはなりません。

でも、日本では経
けい

験
けん

できないこともたくさんあります。イン

ターナショナルスクールに通
かよ

う娘は英
えい

語
ご

も日本語もじょうずで

す。ストリートチルドレンなどにであって、そのくらしをよく

知っているので、むだ使
づか

いをしたりわがままを言ったりは少
すく

な

いと思います。息子はもう4カ国で生活しています。中学の卒
そつ

業
ぎょう

論
ろん

文
ぶん

でストリートチルドレンについて発
はっ

表
ぴょう

しましたが、よく

できていました。妻はバングラデシュで日本人のボランティア

会を立ち上げたり、NGO（民間の活動団体）についての本を何
なん

冊
さつ

か翻
ほん

訳
やく

しています。現
げん

地
ち

のNGOについてはわたしよりもく

わしいですね。

もし、危
き

険
けん

度
ど

の高
たか

い地
ち

域
いき

への派
は

遣
けん

が決まった場
ば

合
あい

はどう

するのですか？

Ａ:（久木田さん）ユニセフは、子どものためなら何でもやる

機
き

関
かん

です。また、もっとも現
げん

場
ば

に近
ちか

い国連機関といわれていま

す。世界の子どもたちのことを知ってほしい、子どもたちのた

めに何か手伝いたい、そのためなら命
いのち

をかけてもいい、という

のが国連職員だと思います。大切なのは、そういった使
し

命
めい

感
かん

や信
しん

念
ねん

です。わたしはどこへでも行って働きたいと思います。

バングラデシュでは子どもたちは

どんなようすですか？

Ａ:（市川さん）バングラデシュは、北
ほっ

海
かい

道
どう

の2倍
ばい

ほどの大きさのところに、日本より多くの人びとがく

らしています。（データブックを取り出して）では、分
ぶん

野
や

ごと

に説
せつ

明
めい

しましょう。

健
けん

康
こう

について

バングラデシュでは、1000人生まれたうち54人は1歳
さい

に

なる前
まえ

に命
いのち

を失
うしな

っています（2000年）。5歳
さい

まで生きられる割
わり

合
あい

はもっと低
ひく

くて、1000人のうち82人は亡
な

くなっています。

この割合、日本だと4人くらいですね。

命を失う原
げん

因
いん

はたとえばげりです。脱
だっ

水
すい

症
しょう

状
じょう

をおこして亡くな

ります。手当てが遅れるととてもあぶないのです。また、かぜ

から肺
はい

炎
えん

になったり、最
さい

近
きん

は減
へ

っていますがはしかなど予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

で防
ふせ

げる病
びょう

気
き

が原
げん

因
いん

のこともあります。

教
きょう

育
いく

について

小学校の就
しゅう

学
がく

率
りつ

は男女とも約
やく

80%ぐらいです。

そのうちの70%

ぐらいが5年生ま

で進級していま

す。だから5年生

になっているのは全
ぜん

体
たい

の約
やく

半
はん

分
ぶん

ですね。ただ、1クラスに90人

も子どもがいるような状
じょう

況
きょう

で、あまり質
しつ

のいい教育をしている

とはいえません。小学校を出てもその半
はん

分
ぶん

くらいしか十分な能
のう

力
りょく

を身
み

につけられていない、と考えられています。

中学校に進
すす

むのはさらに一
いち

部
ぶ

です。特
とく

に女の子は、それく

らいの年ごろになると結
けっ

婚
こん

しなさいといわれて学校をやめてし

まいます。男の子もお金がないから学校をやめて家
いえ

のために働
はたら

くことが多く、高校まで進む子どもは全体の20%くらいでは

ないでしょうか。

水
みず

と衛
えい

生
せい

について

バングラデシュにはダッカ

やそのほかの都市をのぞいて

水
すい

道
どう

がないので、ほとんどの

人は井
い

戸
ど

に頼
たよ

っています。

最
さい

近
きん

わかったことなのです

が、その井戸の水が“ヒ素
そ

”

という毒
どく

におかされていて、

多くの人がヒ素中
ちゅう

毒
どく

になっ

ています。ユニセフはヒ素が出ないところまで掘
ほ

った深
ふか

井
い

戸
ど

を

つくったり、雨
あま

水
みず

を使
つか

うようにすすめたりしていますが、毎日

使う水の問
もん

題
だい

なので、そう簡
かん

単
たん

にもいきません。

それから…、トイレはきたないです。たれ流
なが

しの状
じょう

態
たい

だから

きたないんだと思うんですね。農
のう

村
そん

では、ちょっと囲
かこ

ったボッ

クスみたいなものを建
た

てて、その中がトイレになっています。

トイレの下は池
いけ

や田んぼです。その池では洗
せん

濯
たく

をしているし、

子どもも泳
およ

いでいます。いけない、と思いますが、ほかにトイ

レはありません。農村やスラム地
ち

域
いき

ではなんと82%がこうし

た“いけない”トイレです。

働
はたら

く子どもたち

バングラデシュでは、10人に2人ぐらいの子どもがフルタ

イムで働いていると考えられています。農
のう

村
そん

で農
のう

業
ぎょう

を手
て

伝
つだ

う

子どもが多くて、農村に住んでいる男の子が学校をやめる一
いち

番
ばん

大きな理
り

由
ゆう

になっています。仕事の内
ない

容
よう

では、都
と

市
し

部
ぶ

の子

どもの方が危
き

険
けん

な仕事についています。ユニセフは、子どもた

ちをなるべく危険な仕事から離
はな

し、教
きょう

育
いく

を受
う

けられるように

するための活動をしています。

（久木田さん）開
かい

発
はつ

途
と

上
じょう

国
こく

の問題の多くは共
きょう

通
つう

しています。ま

ずは生きる、教育を受ける、そして社会に参加する、こうし
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現在、ユニセフ本部上席事業資金担当官。ユニセ

フ・モルディブ事務所、ナミビア事務所、駐日事務

所で仕事をしたあと、バングラデシュ事務所次長に。

全事業の統括、政府やNGO、開発協力機関との渉

外や資金調達を担当する。2002年4月より現職。

現在、ユニセフ・バングラデシュ事務所プランニン

グ・セクションのアシスタント・プログラム・オフィ

サー。国内外の一般企業勤務、NY国連本部にある

平和維持活動（PKO）局でインターン、アジア開発

銀行研究所などを経て、2000年からユニセフ勤務。
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久
く

木
き

田
た

純
じゅん

さん 市
いち

川
かわ

奈
な

緒
お

美
み

さん

子どもたちが楽しく学べる学校づくりなどのプロジェクトも
すすんでいます。©UNICEF/HQ96-0713/Noorani

かい はつ と じょう こく もん だい 

じ ぶん しん 

こく れん しょく いん 

バングラデシュの農村やスラムでは水やトイレの問題を
かかえています。
©UNICEF/Water&Sanitation inBangladesh - 02

き　しゃ 

ユニセフ 子どもネットニュース

今回、ユニセフ子どもネットワーカー記
き

者
しゃ

は、ユニセフに入って16年、ナミビア

やモルディブ、バングラデシュなどの事
じ

務
む

所
しょ

を歴
れき

任
にん

し、現
げん

在
ざい

はユニセフのニュ

ーヨーク本
ほん

部
ぶ

で上
じょう

席
せき

事
じ

業
ぎょう

資
し

金
きん

担
たん

当
とう

官
かん

を務
つと

めるベテランスタッフの久
く

木
き

田
た

純
じゅん

さんにイン

タビューしました。この4月まで久木田さんが副
ふく

代
だい

表
ひょう

をつとめていたバングラデシュ事

務所で働
はたら

くユニセフに入って2年の市
いち

川
かわ

奈
な

緒
お

美
み

さんも飛
と

び入り参
さん

加
か

してくださいまし

た。さて、おふたりからネットワーカー記者はどんなことを聞いたのでしょうか？

ユニセフ職
しょく

員
いん

のご家
か

族
ぞく

はどの

ように生
せい

活
かつ

しているのですか？



さい じん せい けい かく ひょう 

た子どもの権
けん

利
り

を守ることがむずかしいのです。

今の世
せ

界
かい

は、日本や欧
おう

米
べい

など全体の20%ほどの豊
ゆた

かな国が、

世界全体の富
とみ

の85%を持
も

っているという状
じょう

況
きょう

です。一番貧
まず

し

い世界の20%の人びとは、1日に1米ドル（約120円）ほど

の収
しゅう

入
にゅう

しかない中でくらしています。日本の人びとはその1万
まん

倍
ばい

くらいの収入があります。大きな格
かく

差
さ

がありゆがんでいま

す。これを変
か

えるのがわたしたちの仕事で、一番必
ひつ

要
よう

なことは

貧しい人びとのエンパワーメント（力をつけること）です。何

より子どもを力づけることが大切です。そして豊かな人びとの

暮
く

らしを変え、協
きょう

力
りょく

すること、それができれば、世界はよくな

っていくと思います。

援助される側
がわ

としてバングラデシュの子ど

もは先
せん

進
しん

工
こう

業
ぎょう

国
こく

をどう思っていますか？

Ａ:（久木田さん）多
た

分
ぶん

、援
えん

助
じょ

さ

れるというふうには思っていないと思います。援助する、して

あげるという関係はユニセフは持ちません。子どもたちが予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

に行くとき「痛
いた

くてやだな」とは思っても、それが援助

されているとは思わないでしょう。ただ、大きくなったときに、

あのときの学校や予防接種にはユニセフの支
し

援
えん

があったんだ

な、ということに気づくことはあるでしょう。

豊
ゆた

かな国が貧
まず

しい国を支援するというのは、国
こく

際
さい

社
しゃ

会
かい

の一
いち

員
いん

としての責
せき

任
にん

です。ユニセフは、現
げん

地
ち

の人びととお互
たが

いに協
きょう

力
りょく

関
かん

係
けい

にあり、「子どものためになることを一
いっ

緒
しょ

にやりましょ

う」という姿
し

勢
せい

で仕事をしています。おそらく、そのためにユ

ニセフは現地で一番感
かん

謝
しゃ

されている国連機関ですよ。みなさ

んだって、ああしろこうしろと命
めい

令
れい

する先
せん

生
せい

より、あなたがた

の意
い

見
けん

を聞
き

いて、こうしたら？ああしたら？と提
てい

案
あん

してくれる

先生の方がいいと思うでしょう。同じことです。

（市川さん）わたしも援助をしてあげているとは考えません。

みんなが健
けん

康
こう

で平
へい

和
わ

な生
せい

活
かつ

をしてほしい、わたしと同じよう

に人
じん

生
せい

にいろいろな選
せん

択
たく

肢
し

がある生き方ができるようになって

ほしいと思うからするんですね。

日本より貧
まず

しい国
くに

ぐにが持
も

っている

よさとは何ですか?

Ａ:（久木田さん）わたしはバングラデシュの農
のう

村
そん

が好
す

きです。

田んぼがあって、緑
みどり

があって、生
い

き返
かえ

った感
かん

じがします。また、

人
にん

情
じょう

が豊かで人と人との関
かか

わり合いがあります。お茶
ちゃ

を飲
の

み

ながら話
はな

すゆったりした時
じ

間
かん

があるというのもいいです。

日本だって温
おん

泉
せん

に行ったり、刺
さ

し身
み

なんか食
た

べたりすると、い

いなぁと思いますが、どの国に行ってもすばらしい風
ふう

景
けい

があり

ます。モルディブでは、夕
ゆう

日
ひ

やかつお釣
つ

りの船
ふね

、いるかがジャ

ンプしている姿
すがた

などを思い出します。ナミビアには砂
さ

漠
ばく

の民
たみ

が

いて、髪
かみ

を編
あ

んで、牛
うし

の脂
あぶら

や血
ち

を混
ま

ぜた赤
あか

いものをからだにぬ

っています。彼
かれ

らが岩
いわ

の上
うえ

で夕
ゆう

方
がた

休
やす

んでいるシルエットなんて、

本当に美
うつく

しい。わたしたちにはないものがたくさんあります。

（市川さん）何といっても子どもの笑
え

顔
がお

ですね。子どもの笑顔

があるからこそ、わたしたち職
しょく

員
いん

は働いていけます。また、職
しょく

場
ば

としての開
かい

発
はつ

途
と

上
じょう

国
こく

は、チャレンジング、つまり挑
ちょう

戦
せん

しがい

があります。やったことの成
せい

果
か

が見えやすい気がしますし、や

ったという実
じっ

感
かん

もあります。それから、単
たん

純
じゅん

なことに喜
よろこ

びを覚
おぼ

えられるようにもなりました。たとえば「水が出た」とか「電
でん

気
き

がついた」なんてことに。（笑）

今までで一番印
いん

象
しょう

に残
のこ

ったこと、達
たっ

成
せい

感
かん

を感
かん

じたことな

どを教
おし

えてください。

Ａ:（久木田さん）開発途上国の子どもたちはみんないきいき

としています。それは多
た

分
ぶん

、一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

生きていかなければなら

ないからだと思います。学
がっ

校
こう

に行
い

けるなら、簡
かん

単
たん

なことでも一

生懸命学
まな

ぼうとする、そんな元
げん

気
き

があります。足
た

りないことが

あるから、補
おぎな

おうとする、それは人
にん

間
げん

の自
し

然
ぜん

な力
ちから

だと思いま

す。日本の子どもには、だんだんそういうところがなくなって

きています。スラムでも子どもたちがワーッと走
はし

り回
まわ

っている

のを見
み

ると、その元気さに圧
あっ

倒
とう

されます。そんな子どもたちか

ら、パワーをもらっている気がするのです。この仕事をやって
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かん そう 

ネットワーカー記
き

者
しゃ

のインタビ
ューを

終
お

えて…

なかなか時
じ

間
かん

のとれない久木田さんや市川さ

んから直
じか

にお話を聞けたのはとてもよい経
けい

験
けん

になりました。久木田さんや市川さんが北
きた

と

南
みなみ

の格
かく

差
さ

をなくそうと一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

に仕
し

事
ごと

をし

ていることが実
じっ

感
かん

できました。こうして今も仕

事をしていられるのは「子ども達の笑
え

顔
がお

」があ

るからだ、ということも分かりました。話を

聞いていると、自分も早
はや

くこうした仕事につ

きたいと改
あらた

めて考えてしまいます。開
かい

発
はつ

途
と

上
じょう

国
こく

は今もがんばって、格差を縮
ちぢ

めようと努
ど

力
りょく

していて、先進国が生活を変えていかなけれ

ばならないのに、我
われ

々
われ

は便
べん

利
り

を求
もと

めているだ

けなのです。こういう便利さの追
つい

求
きゅう

はもうや

めていかなければいけない、今我々は開発途

上国にあるような人と人との関
かか

わり、元
げん

気
き

の

よさを取
と

りもどさなければならないと考えて

しまいました。一
いっ

刻
こく

も早く格差がなくなり、

久木田さんのおっしゃった、世
せ

界
かい

平
へい

和
わ

と自分

自身の平和をかなえられるといいなあと思い

ます。そして、世界の明るい未
み

来
らい

を改
あらた

めて願

いたいと思います。（櫻
さくら

井
い

祐
ゆう

一
いち

17歳）

久木田さん、市川さんとお会いして、何と元

気な方たちだろうというのが第
だい

一
いち

印
いん

象
しょう

でした。

また、ユニセフ（国
こく

連
れん

児
じ

童
どう

基
き

金
きん

）の名の通
とお

り

心
こころ

から子どもたちのことを考えていらっしゃ

ることに感
かん

動
どう

しました。ユニセフの一
いち

員
いん

とし

て働
はたら

かれるときも、援
えん

助
じょ

してあげるという考

えでなく、一
いっ

緒
しょ

に子どもたちのために行
こう

動
どう

し

ましょうという考えに、国
こく

際
さい

協
きょう

力
りょく

の原
げん

点
てん

を見
み

たような気がしました。国際協力には、さま

ざまな形
かたち

の協力があることはわかっていたつ

もりですが、その根
こん

底
てい

にある精
せい

神
しん

的
てき

なものに

ついて、いろいろなヒントをもとに、今自分

が何をすべきかをしっかり考えて、将
しょう

来
らい

、今

回の企
き

画
かく

が無
む

駄
だ

にならないような活
かつ

動
どう

をした

いと強
つよ

く思いました。子どもの笑
え

顔
がお

や元
げん

気
き

がうれしいとおっしゃていましたが、1日も早

く世界中の子ども達の笑
え

顔
がお

が輝
かがや

く日がくると

いいなと思います。そのため、ユニセフ子ど

もネットの一
いち

員
いん

として精
しょう

進
じん

していきたいです。

（大
おお

矢
や

哲
さとる

16歳）

｢国
こく

連
れん

の職
しょく

員
いん

｣は、わたしにとって本当にあこ

がれの職
しょく

業
ぎょう

なので、今
こん

回
かい

、久木田さんと市川

さんから「ナマの声
こえ

」をきくことができて本当

にうれしいです。ユニセフは、豊
ゆた

かな国で生
い

きる人たちと、貧
まず

しい国で生きる人たちとを

結
むす

ぶ大
たい

切
せつ

なかけ橋
はし

だと思いました。わたした

ちの生活と開
かい

発
はつ

途
と

上
じょう

の国ぐにでの生活は、も

のすごくかけ離
はな

れていますが、｢世
せ

界
かい

の人びと

がみんな幸
しあわ

せになってほしい｣と思
おも

う人は多
おお

い

と思います。そういう人の願
ねが

いを行
こう

動
どう

に変
か

え、結
けっ

果
か

を出
だ

していく。お話を聞いていて、

お二人の信
しん

念
ねん

が伝
つた

わってきました。わたしは、

インタビューが終
お

わってから、試
ため

しに久木田

さんの言っていた人
じん

生
せい

計
けい

画
かく

表
ひょう

を書
か

いてみまし

た。百
ひゃく

歳
さい

まで生きられるかは別
べつ

として、16

歳の現
げん

在
ざい

地
ち

から終
しゅう

点
てん

までに、やりたいことが

たくさんでてきました。お二人にお会
あ

いして、

夢
ゆめ

を見るだけではだめで、見
み

通
とお

しをもって行

動していくことの必
ひつ

要
よう

性
せい

を感
かん

じたので、わた

しの計画表も、何
なん

度
ど

も見直しながら、実
じつ

現
げん

し

ていきたいです。（市
いち

川
かわ

なな緒
お

16歳）

ぼくは今回の取
しゅ

材
ざい

を通していろいろ学びました。

まず、子どもたちの教
きょう

育
いく

のことです。現
げん

地
ち

の子どもたちは学校に行きたくても行けな

いということをよりくわしく聞けてよかった

と思います。

特
とく

に女の子は小学校を卒
そつ

業
ぎょう

し中学に入る頃
ころ

には結
けっ

婚
こん

させられて中学に行けないという話

には驚
おどろ

きました。

また、井
い

戸
ど

水
みず

にヒ素
そ

が入っているということ

はある本で読んだことあったけど、まさか皮
ひ

膚
ふ

病
びょう

になったりして被
ひ

害
がい

が出るほどひどいと

は知りませんでした。

また、ユニセフの資
し

金
きん

は今まで政
せい

府
ふ

が必
かなら

ず出

すものだと思っていました。しかしお話を聞

いてユニセフの資金が自
じ

由
ゆう

拠
きょ

出
しゅつ

金
きん

だというこ

とも初
はじ

めて知りました。

ぼくは今回の取
しゅ

材
ざい

で得
え

たものを、これからの

進
しん

路
ろ

や学
がく

習
しゅう

に生かしていきたいと思います。

（植
うえ

田
た

浩
ひろ

光
みつ

16歳）

今回参加してくれた 
ネットワーカー記者と 
市川さん。左から、 

大矢くん、市川奈緒美さん、 
市川なな緒さん、櫻井くん、 

植田くん 

えん じょ 

え 

はたら 

がお 

子どもたちの笑顔にはパワーがあります。 ©日本ユニセフ協会

いてよかったなあと感
かん

じるときです。

（市川さん）バングラデシュの地
ち

方
ほう

に行って、村の人や女
じょ

性
せい

、

学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

などに、これからどのようなプロジェクトをしたら

よいかと聞
き

いたことがありますが、本当に真
しん

剣
けん

にいろいろ話し

てくれました。バングラデシュのすべての人びとが、子どもの

ことをよく考えていて、一
いっ

緒
しょ

に問
もん

題
だい

にとりくんでいこうとする

姿
し

勢
せい

がとても印
いん

象
しょう

的
てき

でした。

首
しゅ

都
と

ダッカの街
まち

を歩
ある

いていると、花
はな

売
う

りの子どもや、路
ろ

上
じょう

で暮
く

らす子どもをたくさん見かけ、自分の仕事が本当に役
やく

に立

っているのだろうかと思ったりもします。でも、一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

話
はな

そ

うとしてくれたり、笑
わら

ってくれたりする子どもにであうと、や

ってきてよかったと思います。

日本の子どもたちに一
いち

番
ばん

言いたいことは何ですか？

Ａ:（久木田さん）まずは世界の状
じょう

況
きょう

を知ってほしい。本や

ニュースなどを見て、貧
まず

しい国
くに

と豊
ゆた

かな国
くに

との格
かく

差
さ

の構
こう

造
ぞう

や原
げん

因
いん

を知
し

ってもらいたいと思います。次
つぎ

に今何をすべきかを考え

て、それに基
もと

づいた勉強をしたり、仕事をしたりしてもらいた

いですね。

実はわたしは「100歳
さい

までの人
じん

生
せい

の計
けい

画
かく

表
ひょう

」を書いていつ

も持
も

ち歩
ある

いているのですが、ぜひみなさんにもやってほしいで

すね。計
けい

画
かく

表
ひょう

の中に、「××歳
さい

までにこれをする、こうなる」

ということと、そのためにやらなくてはならないことを書
か

き込
こ

むんです。わたしは、何歳で国
こく

連
れん

職
しょく

員
いん

になり、いつ結
けっ

婚
こん

して

（これはちょっと予定より早くなってしまいましたが）、こうい

う仕事をして、定
てい

年
ねん

後
ご

はこんなことをして、と全
ぜん

部
ぶ

書き込ん

でいます。そして、大
たい

切
せつ

なのは書
か

きかえることです。書いた通

りにはいきませんからね。きっと役
やく

に立ちますよ。

あとは旅
たび

をしてください。できるだけ早いうちに開発途上国

を訪
おとず

れたら、多くのことを学ぶことができるはずです。自分で

何かを変
か

えたいと思
おも

う機
き

会
かい

を持
も

ってもらいたいと思います。

（市川さん）日本で疑
ぎ

問
もん

に思うのは、マスコミの力が強
つよ

く、流
りゅう

行
こう

に左
さ

右
ゆう

されやすいところです。流行に左右されない自
じ

分
ぶん

を

持
も

ってほしいと思います。自分は何がしたいのかをはっきりさ

せることができれば、自分の進む道に行けるのではないかと思

います。また、ぜひ外
がい

国
こく

語
ご

を勉
べん

強
きょう

してください。英語だけで

なく、フランス語やスペイン語など。それから、専
せん

門
もん

分
ぶん

野
や

をさ

らに向
こう

上
じょう

させてほしいです。




